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昭和39年１月10日創刊 第50巻第12号 （通巻600号） 2013年（平成25年）12月 1 日発行

今年は東日本大震災を乗り越えての東北地方の復興、そして力強いふるさとの再生を目の当たりにした１年でした。
「がんばろう　東北」をスローガンに全国からの応援・支援の輪が広がりを見せ各地のイベントもほぼ復活し観光地も頑張
りました。震災から２年半以上経過しましたが、依然厳しい環境下の東北をみんなで応援しましょう。

本紙「てんぼう」は昭和39年1月に第１号が発行され、今号で600号を迎えました。これからも会員の皆様とともに歩んで
参ります。今後も一層のご指導とご協力をお願い申し上げます。

東北の復興と再生の証（宮城県奥松島）

2013

（カラー版は http://www.miura21.co.jp でご覧いただけます）
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一
般
社
団
法
人
東
京
都
溶
接
協
会
の
第
五
十
四
回
溶
接
技
術
競
技
会
は
平
成
二
十
六
年

三
月
八
日
に
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
手
溶
接
部
門
と
半
自
動
溶
接
部
門
の
総
合
優

勝
者
は
平
成
二
十
六
年
十
月
秋
田
県
潟
上
市
の
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
で
開
催
さ
れ
る

第
六
十
回
全
国
溶
接
技
術
競
技
会
に
東
京
都
代
表
の
出
場
権
を
得
る
。

東
部
地
区
溶
接
協
会
連
絡
会（
横
田
文
雄
会
長
・
東
京
都
溶
接
協
会
会
長
）は
関
東
甲

信
越
高
校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル
と
同
時
に
全
国
選
抜
高
校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
す

る
。同
連
絡
会
所
属
の
十
一
溶
接
協
会
及
び
全
国
8
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
抜
さ
れ
た
十
六
名
を

含
め
参
加
者
三
十
八
名
の
選
手
が
参
加
す
る
予
定
。

今
回
の
会
場
は
第
一
回
大
会
と
同
じ
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
を
使
用
の
予
定
。同
所
で
開
催

中
の
国
際
ウ
エ
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー
会
場
の
一
画
を
産
報
出
版
の
協
力
を
受
け
開
催
す
る
。

今
年
度
の
全
国
検
査
・
検
定
員
研
修

は
、
東
京
・
亀
戸
の
ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン

及
び
機
缶
健
保
会
館
で
第
１
回
11
月
７

日
〜
８
日
と
第
2
回
11
月
14
〜
15
日
の

日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
唐
沢
会
長
の
あ
い
さ

つ
、
荒
川
専
務
理
事
よ
り
協
会
業
務
運

営
つ
い
て
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

「
厳
正
な
性
能
検
査
の
実
施
」
に
つ
い

て
検
査
長
の
指
示
、
検
査
員
に
よ
る
ボ

イ
ラ
ー
・
ク
レ
ー
ン
の
事
例
発
表
・
意
見

交
換
を
し
、
今
後
の
検
査
・
検
定
業
務

の
質
・
技
術
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
溶
接
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
青
木
貞

夫
講
師
に
よ
る「
ボ
イ
ラ
ー
・
ク
レ
ー
ン

等
の
材
料
と
溶
接
技
術
」
の
講
演
は
、

こ
れ
ま
で
の
検
査
実
績
の
蓄
積
に
よ
る

検
査
技
術
に
加
え
、
豊
富
な
知
識
を
あ

わ
せ
て
安
全
に
寄
与
し
て
行
く
検
査
・

検
定
業
務
に
は
、
非
常
に
意
義
の
あ
る

講
演
で
し
た
。

第
54
回
　
溶
接
技
術
競
技
会

３
月
８
日
に
開
催　

東
京
都
溶
接
協
会

第
5
回
　
関
東
甲
信
越
高
校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル

同
時
開
催
　
全
国
選
抜
高
校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル

４
月
26
日
に
開
催　

東
部
地
区
溶
接
協
会
連
絡
会

溶接アドバイザー
青木貞夫氏

『
て
ん
ぼ
う
』六
〇
〇
号
に
寄
せ
て

第50巻第12号 2013年（平成25年）12月 1 日発行

平成25年度 全国検査・検定員研修開催平成25年度 全国検査・検定員研修開催

無
災
害
で
い
こ
う
！

年
末
年
始

産報出版株式会社
代表取締役社長　馬場  信

佐藤検査長による研修模様

『
て
ん
ぼ
う
』六
〇
〇
号
ま
こ
と

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ボ
イ
ラ
・
ク
レ
ー
ン
安
全
協
会
、

東
京
都
溶
接
協
会
、三
浦
事
務
所

の
三
団
体
共
通
の
機
関
紙
と
し
て
、

一
九
六
四
年
の
創
刊
以
来
五
十
年

に
及
ぼ
う
と
す
る
紙
齢
を
重
ね
ら

れ
ま
し
た
こ
と
は
慶
賀
に
堪
え
な

く
、関
係
の
皆
様
の
ご
努
力
に
敬

意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

毎
号
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
す
が
、紙
幅
の
都
合
が

つ
く
限
り
ぎ
っ
し
り
と
盛
り
込
ま

れ
た
紙
面
は
、手
作
り
感
が
伝

わ
っ
て
き
て
は
な
は
だ
親
し
み
の

持
て
る
も
の
で
あ
り
ま
す
し
、時

折
掲
載
さ
れ
る
地
方
事
務
所
の

話
題
な
ど
も
興
味
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

私
が
駆
け
出
し
の
こ
ろ
、も
う

す
で
に
四
十
年
以
上
に
も
な
り
ま

す
が
、初
め
て
溶
接
の
コ
ン
ク
ー

ル
を
取
材
し
た
の
が
産
学
協
同
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
東
京
都
の

大
会
で
、以
来
多
く
の
薫
陶
を
こ

の
大
会
か
ら
い
た
だ
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。

当
社
は
、週
刊
新
聞
の『
溶
接

ニ
ュ
ー
ス
』、月
刊
雑
誌
の『
溶
接

技
術
』等
溶
接
に
関
す
る
出
版
・

報
道
を
専
門
と
し
て
お
り
ま
す

が
、私
が
今
日
に
至
る
ま
で
何
と

か
こ
の
業
界
に
身
を
置
い
て
こ
ら

れ
た
の
も
、三
団
体
の
皆
様
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
賜
物
と
感
謝
申

し
上
げ
て
い
る
次
第
で
す
。

東
京
都
溶
接
協
会
が
先
頭
に

な
っ
て
現
在
進
め
て
い
る
の
が
高

校
生
に
よ
る
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル
の

開
催
で
す
。関
東
甲
信
越
大
会
な

ど
そ
の
輪
は
着
実
に
全
国
に
広

が
っ
て
い
て
、つ
い
に
来
年
四
月
に

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ

る
国
際
ウ
エ
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー

に
併
せ
て「
選
抜
溶
接
甲
子
園
」

が
挙
行
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。次
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、当

社
と
し
て
も
最
大
の
協
力
を
惜
し

ま
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

『
て
ん
ぼ
う
』の
発
行
が
永
続

さ
れ
、構
成
す
る
三
団
体
の
ま
す

ま
す
の
ご
隆
昌
を
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。

公益社団法人ボイラ・クレーン安全協会公益社団法人ボイラ・クレーン安全協会

特別講演「ボイラー・クレーン等の材料と溶接技術」特別講演「ボイラー・クレーン等の材料と溶接技術」
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無
災
害
で
い
こ
う
！
　
年
末
年
始

＜助成金案内～～～高年齢者雇用安定助成金＞＜助成金案内～～～高年齢者雇用安定助成金＞
＜概要＞
　高年齢者雇用安定助成金は「高年齢者活用促進コース」
「高年齢者労働移動支援コース」の2種類で構成されま
す。前者は高齢者雇用に関する経費の一部を助成する
制度です。後者は一定の職業紹介事業者によって紹介さ
れた高齢者を雇い入れた際に一定額が支給されます。申
請先は独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構と
なります。

１．高年齢者活用促進コース
　次の高年齢者活用促進措置を実施した場合に、その経費
の一部が助成されます。

（1）環境整備計画の認定
　高年齢者の活用促進のための次の①～④のいずれかの
「高年齢者活用促進の措置」を内容とする「環境整備計画」
を作成し、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
理事長に提出して認定を受けること。 

①新たな事業分野への進出等による高年齢者の職場または
職務の創出

②機械設備、作業方法または作業環境の導入または改善に
よる既存の職場または職務における高年齢者の就労の機
会の拡大。

③高年齢者の就労の機会を拡大するための能力開発、能力
評価、賃金体系、労働時間制度等の雇用管理制度の見直
しまたは導入。

④労働協約または就業規則による定年の引上げ、定年の定
めの廃止、希望者全員を対象とする継続雇用制度の導入。

以下の措置については、実施に100万円の経費を要したと
見做されます。ただし、過去に同種の助成金※を受けた
ことのある企業には適用されません。

・定年年齢を70歳以上に引上げ　・定年の廃止　
・定年年齢を65歳以上に引き上げ、または希望者全員を70
歳まで再雇用する制度の導入　　※同種の助成金

・中小企業定年引上げ等奨励金　・継続雇用定着促進助成金
・高年齢者職域拡大等助成金　・高年齢者雇用モデル企業
助成金　・70歳以上定年引上げ等モデル企業助成金

＜受給額＞
　環境整備計画の期間内にかかった支給対象経費に1／2
（中小企業2／3）を乗じて得た額が支給されます。 ただ
し、支給申請日の前日において当該事業主に1年以上雇

　平成25年7月10日の通達により、労働基準法第39条で
定められている年次有給休暇の付与条件とされる、全労
働日の8割以上出勤について、この「全労働日」の対象が
通達により一部が変更になりました。

＜出勤率の基礎となる全労働日とは＞
（1）労働者の責に帰すべき事由によるとはいえない不就労日
は、（2）に該当する場合を除き、出勤率の算定に当たって
は、出勤日数に算入すべきものとして全労働日に含まれる
ものとする、とされています。想定しているのは、裁判
所の判決により解雇が無効と確定した場合や、労働委員
会による救済命令を受けて会社が解雇の取消しを行った

用される60歳以上の雇用保険被保険者のうち、支給対象
となる高年齢者活用促進の措置の対象となる者の数に20
万円を乗じて得た額（その額が500万円を超える場合は
500万円）が上限になります。
支払対象となる経費は以下の通り
・計画策定経費　・許認可等手続経費　・職務分析機械設
備の導入改修工事経費　・高年齢者の講習経費　
・コンサルタント経費　・機械設備の賃借料　・ソフトウェア
開発、備品購入経費　・その他必要と認められる経費

２．高年齢者労働移動支援コース
＜概要＞
　定年を控えた高年齢者のうち、他の企業での雇用を希望
する者を民間の職業紹介事業者の紹介により雇い入れる
事業主に対して助成されます。
＜主な受給要件＞
　次の(1)の対象労働者を(2)の条件により雇い入れた場合に
受給することができます。

（1）対象労働者
　移籍元事業所に在籍する65歳未満の雇用保険被保険者
（短期雇用特例被保険者および日雇労働被保険者を除く）
です。

（2）雇入れの条件
　対象労働者を次の①～④のすべての条件によって雇い
入れること
①対象労働者が移籍元事業所の定年に達する日から起算し
て１年前の日から当該定年に達する日までの間に、当該
対象労働者との間で労働契約（採用内定を含む）を締結
すること
②対象労働者と移籍元事業所の事業主との間で、①による
移籍を同意していること
③対象労働者を民間の職業紹介事業者の紹介により雇い入
れること
④雇い入れた対象労働者を65歳以上まで雇用する見込みが
あること
＜受給額＞
　支給対象者１人につき70万円。短時間労働者（週の所定
労働時間が20時間以上30時間未満）として雇い入れる場
合は40万円。

場合の解雇日から復職日までの不就労日のように、労働
者が使用者から正当な理由なく就労を拒まれたために就
労することができなかった日が考えられます。

（2）労働者の責に帰すべき事由に該当しない不就労日であっ
ても、次に挙げるものは、当事者間の衡平等の観点から
出勤日数に算入するのが適当でないものは全労働日に含
まれないものとする、とされています。
　①不可抗力による休業日
　②使用者側に起因する経営、管理上の障害による休業日
　③正当な同盟罷業その他正当な争議行為により労務の提

供が全くなされなかった日

＜有給休暇付与についての出勤要件の変更＞＜有給休暇付与についての出勤要件の変更＞
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神奈川

東 京

事務所

3　   　4
8　 14 　15

 6　   　7
 9　 15 　16

 9　   　10
 11　 12 　19

 15　   　16
 18　 25 　26

 　 4 　
 7　 8 　22

 　 4 　
 8　 9 　15

 　 7 　
 　 9 　

 　 13 　
 15　 22 　23

 　 10 　
 12　 18 　19

 　 6 　
 7　 8 　14

 12　　　13
   21  

 12　　　13
   22  

 20　　　21
   23  

 12　　　13
   15  

 13　　　14
   16  
 13　　　14
   16  
 6　 　　 7
   8  

 3　 　　 4
   5  

 4　 　　 5
   6  

 5　 　　 6
   8  

 5　 　　 6
   8  

 8　 　　 9
   11  

 11　　　12
   14  

 19　　　20
   21  

 19　　　20
   22  
 18　　　19
   21  

 15　　　16
   17  
 16　　　17
   19  

 21　　　22
   25  
 21　　　22
   26  

1 2 月 1 月 2 月 2 月1 2 月 1 月講習名

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

神奈川

神奈川事務所

茨 城 事 務 所

〒231－0007

〒300－0875

栃 木 事 務 所

甲 信 事 務 所

〒322－0016 鹿沼市流通センター46番地

横浜市中区弁天通4－59
横浜弁天通第一生命ビル 3階

TEL 045－662－2860
FAX 045－662－8768

東 京 事 務 所

ボイラ・クレーン
安 全 協 会

〒136－0071 江東区亀戸1－28－6タニビル 5階

〒136－0071 江東区亀戸6－41－20機缶健保会館 2階
TEL 03－3685－5222
FAX 03－3685－5746

TEL 03－3685－2141
FAX 03－3685－2189

千 葉 事 務 所 〒260－0028 千葉市中央区新町18－10千葉第一生命ビル 2階
TEL 043－247－5532
FAX 043－247－5576

埼 玉 事 務 所 〒330－0801 さいたま市大宮区土手町1－2JA共済埼玉ビル 6階
TEL 048－643－1543
FAX 048－643－1524

TEL 0289－72－1717
FAX 0289－76－6090
TEL 055－287－9511
FAX 055－287－9512

TEL 029－843－0740
FAX 029－841－1968

土浦市中荒川沖町2－6
ツインビル 3階

山梨県南アルプス市
下今諏訪610番 9〒400－0212

東 京

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

玉
掛
け
技
能
講
習

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

神奈川

東 京

事務所講習名

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

神奈川

東 京

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
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★他の講習も実施しています。詳細については、各事務所にお問合わせください。

日
時・会
場

○
二
月
一
日（
土
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
二
月
二
日（
日
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
二
月
二
十
二
日（
土
）

城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

○
二
月
二
十
三
日（
日
）

多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

一
、
日
時・会
場

学
科
＝
十
二
月
十
七
日（
火
）午

前
八
時
四
十
分
〜
午
後
五
時

三
十
分
、
江
東
区
大
島
三―

一―

十
一
、
産
学
協
同
セ
ン

タ
ー

実
技
＝
十
二
月
十
八
日（
水
）午

前
八
時
四
十
分
〜
午
後
五
時

〇
五
分
、
会
場
は
学
科
講
習

会
場
と
同
じ
。

二
、
受
講
料　

一
三
、〇
〇
〇
円

　
テ
キ
ス
ト
代　

六
〇
〇
円

一
、
日
時・会
場

学
科
＝
三
月
十
八
日（
火
）午
前

１
日
▽
映
画
の
日

鉄
の
記
念
日

歳
末
助
け
合
い
運
動

３
日
▽
秩
父
夜
祭

障
害
者
週
間

４
日
▽
人
権
週
間

５
日
▽
納
め
の
水
天
宮

７
日
▽
大
雪

８
日
▽
こ
と
納
め
・
針
供
養

納
め
の
薬
師

９
日
▽
漱
石
忌

京
都
了
徳
寺
大
根
焚
き

10
日
▽
世
界
人
権
デ
ー

納
め
の
金
毘
羅

12
日
▽
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ2013

（
〜
14
日
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）

14
日
▽
東
京
高
輪
泉
岳
寺
義
士
祭

15
日
▽
年
賀
郵
便
特
別
扱
い

17
日
▽
東
京
浅
草
観
音
歳
の
市

18
日
▽
納
め
の
観
音

21
日
▽
納
め
の
大
師

22
日
▽
冬
至

ゆ
ず
湯

23
日
▽
天
皇
誕
生
日

24
日
▽
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ

納
め
の
地
蔵

25
日
▽
ク
リ
ス
マ
ス

27
日
▽
官
庁
御
用
納
め

28
日
▽
納
め
の
不
動

31
日
▽
年
越
し

大
は
ら
い

除
夜
の
鐘

※

行
事・祭
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
関

係
諸
団
体
に
ご
確
認
下
さ
い
。

※　上段は学科　　下段は実技 講　　習　　予　　定　　表 公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会
URL:http://www.bcsa.or.jp
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11 12 13
10

25 26 27
24

8  9 11
7

九
時
〜
午
後
五
時
、
十
九
日

（
水
）午
前
九
時
〜
午
後
〇

時
、
江
東
区
大
島
三―

一―

十
一
、
産
学
協
同
セ
ン
タ
ー

実
技
＝
三
月
十
九
日（
水
）午
後

一
時
〜
午
後
五
時
、
二
十
日

（
木
）午
前
九
時
〜
午
後
五

時
、
会
場
は
学
科
講
習
会
場

と
同
じ
。

二
、
受
講
料

学
科
＝
会
員　　

九
、〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　
一
一
、〇
〇
〇
円

実
技
＝
会
員　
一
一
、〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　
一
三
、〇
〇
〇
円

一
、
日
時・会
場

平
成
二
十
六
年
六
月
開
催
予

定
、午
前
九
時
〜
午
後
五
時
、

江
東
区
大
島
三―

一―

十

一
、
産
学
協
同
セ
ン
タ
ー

二
、
受
講
料

　
　
　

会
員　
一
二
、〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　
一
三
、〇
〇
〇
円

　
〔
テ
キ
ス
ト
代
は
別
〕
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   19  

 29　　　30
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